
 

 

 

 

ඵࢶඖ ோ ࣭⃝ᮧ ᗣ⏕ ࣭ᮌᮧ ு

正ဨ 㜰⚄高速道路 ᰴ 大㜰⟶⌮ᒁಖ部ಖタィㄢ㸦ࠛ 大㜰ᕷ ༊▼⏣ 㸧

正ဨ ி都大Ꮫ大Ꮫ㝔工Ꮫ◊✲⛉都ᕷ♫工Ꮫᑓᨷ㸦ࠛ ி都ᕷすி༊ி都大Ꮫ᱇ 㸧

正ဨ ி都大Ꮫ大Ꮫ㝔工Ꮫ◊✲⛉♫ᇶ┙工Ꮫᑓᨷ㸦ࠛ ி都ᕷすி༊ி都大Ꮫ᱇ 㸧

 道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートは，ᅵ工構㐀≀の୍ࡘで

あり，ᐇ⌧ሙにおいて数ከく用いられている構㐀体

である．㐣ཤの大ᆅ㟈では，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫー

トをྲྀりᅖࡴ┒ᅵᆅ┙でのᦆയは確認されているも

のの，㌣体において大きなᦆയが⏕ࡌていないこと

もあり，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートは⪏㟈性⬟が高い

とされてきている．その他のᅵ工構㐀≀と同様に，

橋ᱱにẚてࢫࢥト㠃で有性があることࡸ，๓㏙

のとおり⪏㟈性⬟が高いとい࠺ことから様ࠎな⌧ሙ

で用いられており，さらに近ᖺでは断㠃が大ᆺし

たものࡸ，ෆ部✵㛫に୰ቨをタ⨨した構㐀㠃での」

㞧したものがฟ⌧してきている．

しかし，୍方で，⪏㟈性⬟が高いとされてきたこ

ともあり，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートの⪏㟈タィに㛵

する◊✲はとࢇど⾜われてきておらず，⪏㟈タィ

ᡭἲにࡘいてはᮍࡔ確❧されていない．ࡲた，๓㏙

のよ࠺な構㐀ⓗに大ᆺ，」㞧が⏕ࡌた道路࣎ッ

クࣂࣝ࢝ࢫートのᆅ㟈時ᣲ動にࡘいても，ᮍࡔ明

な点がᏑᅾしていることから，これらከᒱにΏる構

㐀も対㇟とした体⣔ⓗにᩚ⌮された⪏㟈タィᡭἲの

確❧がᮃࡲれる≧ἣにある．

このよ࠺な⫼ᬒから，➹⪅らは道路࣎ックࣝ࢝ࢫ

ートの⪏㟈タィᡭἲを確❧することを目ⓗに，同ࣂ

構㐀のᆅ㟈時ᣲ動の解明に㛵する◊✲をᐇしてき

ている ．ᩥ⊩ ， では，᳨ドする対㇟を道路

，ートの㌣体のみとするのではなくࣂࣝ࢝ࢫック࣎

ᅵ工構㐀≀としてはᆅ㟈時のᣲ動を必ずᢕᥱしてお

かなければならない㌣体をྲྀりᅖࡴ┒ᅵᆅ┙にࡘい

ても᳨ウの対㇟としている．ࡲた，ᙜヱ◊✲では，

道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫート㌣体およびそれをྲྀりᅖࡴ

┒ᅵᆅ┙のᆅ㟈時ᣲ動を୍体ⓗにかࡘ正確に評価す

ることのできる動ⓗ解析をᐇし，ᆅ㟈時ᣲ動の⭾

大なデータを✚してきた．これら動ⓗ解析の⤖果

をもとに，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートのᆅ㟈時ᣲ動を

ศ析する୰で，㌣体におけるࢇࡏ断ひずみ㸦ᒙ㛫ኚ

形角㸧と┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞との㛫に

ᙉい┦㛵㛵ಀがあることを明らかにした．ᮏ✏では，

この᪂たに得た▱ぢにࡘいて㏙る．

 

 

 ᮏ◊✲で用いるᆅ㟈時における道路࣎ックࣝ࢝ࢫ

⫣ᩥ，ートの動ⓗᣲ動を求める数値解析はࣂ ， ，

で用いたᡭἲと同ࡌ ḟඖᙎረ性 㸦解析ࢥー

ド㸸 㸧とし，ᆅ┙部および㌣体のモデ

ࣝにࡘいても同ᩥ⊩と同ࡌモデࣝを用いた．なお，

この にࡘいては，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫ

ートをྵࡴ様ࠎな✀㢮のᆅ୰構㐀≀に対する⪏㟈᳨

ウ等がᐇされてきており，そのィ⟬⢭ᗘの高さに

いては᳨ド῭みであるࡘ ．道路࣎ック࢝ࢫ

✲◊ートのᆅ㟈時ᣲ動を᳨ドした➹⪅らのࣂࣝ の

୰では，㐣ཤの大ᆅ㟈における道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫ

ートの⿕⅏≧ἣと解析⤖果とのẚ㍑により，ᆅ┙部

のኚ形≧ែは㐣小に，㌣体の᭤ࡆᦆയは㐣大に評価

をするが，ᆅ㟈時における┒ᅵᆅ┙ෆでの道路࣎ッ

クࣂࣝ࢝ࢫートのᣲ動ࡸ┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃でのỿ下

ᣲ動などを㐺ษに評価できることを確認している．

 ᮏ◊✲では，様ࠎな構㐀᮲௳下での道路࣎ックࢫ

ートを᳨ウすることを目ⓗに，異なるࣂࣝ࢝ のࡘ

構㐀᮲௳の解析を⾜࠺．断㠃形≧を⾲すW/H㸦ෆ✵

幅をෆ✵高で㝖した値㸧は ， ， の ，ࢫーࢣ

ᅵ⿕りは ， ， の とし，これらࢫーࢣ

᮲௳を⤌ྜࡏた ࢣーࢫを解析対㇟とする．道路

ᅵ工－ࣂࣝ࢝ート工ᣦ㔪 㸦௨㝆，ࣂࣝ࢝ート工ᣦ

㔪とࡪ㸧およびᅜᅵ㏻┬ไ定ᅵᮌ構㐀≀ᶆ‽タ

ィ➨ ᕳ にᇶ࡙き⾜ったᖖ時タィによりỴ定した

第22回橋梁等の耐震設計シンポジウム

講演論文集（2019年7月）

- 217 -



 

 

構㐀ㅖඖを に，㓄➽のᴫ␎を に♧す．なお，

ᮏ◊✲では，ᆅ㟈時にࢇࡏ断破ቯが⏕ࡌないことを

๓ᥦとするため，ࢇࡏ断⪏ຊに大きなᙳ㡪をཬࡰす

ターࣛップは༑ศな㔞が㓄⨨されていることをࢫ

定している．

道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートは┒ᅵᆅ┙ෆにタ⨨する

と定し，┒ᅵᆅ┙の材ᩱはⰋዲな◁㉁ᆅ┙とした．

道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートをタ⨨するᇶ♏ᆅ┙にࡘい

ては，ࣂࣝ࢝ート工ᣦ㔪に♧すᇶ♏ᆅ┙の⪃え方

にᚑい 値 の◁㉁ᆅ┙とし，ᇶ♏ᆅ┙よりୖの道

路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫート工ᚋにタ⨨する┒ᅵ部ศ

㸦┒ᅵᆅ┙㸧は， 値 の◁㉁ᆅ┙とした．ࡲた，

異なるᆅ┙᮲௳下でのᆅ㟈時ᣲ動を求めるため，ᇶ

♏ᆅ┙を 値 にኚ᭦したࢣーࢫ，┒ᅵᆅ┙を 値

にኚ᭦したࢣーࢫにࡘいても᳨ウを⾜った． に

は᳨ウࢣーࢫの௦⾲として の解析モデࣝᅗを

♧す．ᇶ♏ᆅ┙のᗏ㠃は固定ቃ⏺としてタ定し，ᇶ

♏ᆅ┙のཌさはてのࢣーࢫで道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫ

ートの構㐀≀高さ㸦እഃᑍἲ㸧とした．ࡲた，Ỉᖹ

方向のモデࣝ⠊ᅖは，ᩥ⊩ の୰で確認した解析

⢭ᗘにᙳ㡪をえない⠊ᅖとして，῝さ方向のモデ

ࣝ㛗さの ಸとした．

周㎶ᆅ┙㸦ᇶ♏ᆅ┙および┒ᅵᆅ┙㸧のຊᏛ≉性

は， t を用いるとともに，㇏ᾆ◁

のᅵ㉁࣓ࣛࣃータを用いてᆅ┙のタ定を⾜った． 

に♧す㇏ᾆ◁のᅵ㉁࣓ࣛࣃータは，㇏ᾆ◁の୕

軸ᅽ⦰ヨ㦂の⤖果 をもとに定めた． t
は，୰㛫応ຊのᙳ㡪ࢇࡏࡸ断๛性のᣊ᮰ᅽ

౫Ꮡ性を⪃៖できる࠺え，◁࣭粘ᅵの༊ูなく正つ

ᅽᐦ≧ែから㐣ᅽᐦ≧ែを⪃៖できる．さらに，ᐇ

ົにおける用を定して㛤Ⓨされたモデࣝである

ため，必要な࣓ࣛࣃータのከくが୕軸ヨ㦂ࡸᅽᐦヨ

㦂によってỴ定できるとい࠺点で，その他のモデࣝ

にẚて㛗けている．ᮏ◊✲では，ᆅ┙定数のタ定

は 値をもとにỴ定することとし，᪤ の◊✲で⾜

われたᡭἲ をཧ⪃に࣓ࣛࣃータࣇッࢢࣥࢸを

⾜った．このࣇッࢢࣥࢸの୰では 軸ᅽ⦰ヨ㦂

の⌧解析㸦௨下， 軸解析とࡪ㸧をᐇするこ

とで，ᇶ♏ᆅ┙および┒ᅵᆅ┙それࡒれでタ定した

値┦ᙜのᆅ┙≉性を有するよ࠺に，࣓ࣛࣃータを

解析対㇟の構㐀ㅖඖ                          㓄➽のᴫ␎  

D W H T T T h

ᅵ⿕り ෆ✵幅 ෆ✵高 頂∧ཌ ഃቨཌ ᗏ∧ཌ 高ࢳࣥࣁ

　 ẁ㓄➽を⾜࠺ことをពする

㕲➽

ᚄཬびピッࢳ

㕲➽

ᚄཬびピッࢳ

㕲➽

ᚄཬびピッࢳ

㕲➽

ᚄཬびピッࢳ

㕲➽

ᚄཬびピッࢳ
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タ定した．ල体ⓗなタ定方ἲとして， 値と 軸ᅽ

⦰ヨ㦂のኚ形ಀ数の㛵ಀをもとに， 値の ಸの

値が 軸解析から求ࡲるኚ形ಀ数に┦ᙜするよ࠺に

た．ᆅ┙の༢体✚㔜㔞はࡏータをኚさ࣓ࣛࣃ

，ᆅ┙のࣥࢯ࣏ẚは とした．

ᮏ解析では㌣体を構ᡂする部材での軸ຊኚ動によ

るᙳ㡪を評価するため，軸ຊ౫Ꮡ性を⪃៖できる

㸦 㸧 を用い

て㌣体のモデࣝを⾜った． における応

ຊ－ひずみ㛵ಀを に♧す． にධຊす

る࣓ࣛࣃータは，ᩥ⊩ ， の୰で用いた࣓ࣛࣃー

タと同ࡌものを用いており，これらはᅗに♧す㦵᱁

᭤⥺のḟ໙㓄がጞࡲる応ຊ，ḟ໙㓄の傾き，࣏

ࣛࣃトピークにおける๛性ప下のྜをỴ定するࢫ

࣓ータとなる．この࣓ࣛࣃータタ定にࡘいては，ࢥ

ࣥクࣜートのひずみが に㐩するࡲでは道路橋

♧方᭩࣭同解ㄝࣥࢥクࣜート橋࣭ࣥࢥクࣜート部材

⦅ に♧すḟ᭤⥺の㦵᱁᭤⥺にྜ࠺よ࠺にタ定し，

クࣜートのひずみがࣥࢥ を㉸えたࢫ࣏トピー

ク㡿ᇦの㦵᱁᭤⥺は同ࡌ道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートを

対㇟に㌣体のᆅ㟈時ᣲ動を᳨ドした◊✲ の୰で用

いている໙㓄をཧ⪃にタ定を⾜った．ࣥࢥクࣜート

の༢体✚㔜㔞は とし，ࣥࢥクࣜートの

ᅽ⦰ᙉᗘはࣂࣝ࢝ート工ᣦ㔪に♧すࣥࢥクࣜートの

タィᇶ‽ᙉᗘである ，㕲➽は を用

いることを定して㝆అᙉᗘは とした．

⫣ᩥ，たࡲ をཧ⪃に，㌣体モデࣝの要⣲㛗は部

材ཌの ⛬ᗘ，๛ᇦはࣂࣝ࢝ート工ᣦ㔪 にᚑい

タ定を⾜った．

道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートと周㎶ᆅ┙のቃ⏺部には

要⣲を㓄⨨し，そのධຊ࣓ࣛࣃータは，

et al. で用されているࣥࢥクࣜートと

◁ᆅ┙㛫の 要⣲に用いられた࣓ࣛࣃータを用

いた．

から でのࡲ な᮲ࠎに対して様ࢫーࢣ

௳下でのᆅ㟈時応答を得るため， に♧すᆅ┙᮲

௳およびᆅ㟈動をኚさࡏた᳨ウを⾜࠺．⾲୰に♧

すよ࠺に， のࡘ に対して の᳨ウ᮲௳がᏑᅾࡘ

するため，ᮏ解析での᳨ウࢣーࢫは部で ࢫーࢣ

となる．

動ⓗ解析のධຊᆅ㟈動は， に♧すᗏ㠃ቃ⏺

に道路橋♧方᭩࣭同解ㄝ⪏㟈タィ⦅ に♧すࣞ࣋

ࣝ ᆅ㟈動タプ ᆅ㟈のᆅ㟈動をධຊした．ᮏ◊

✲ではタプ ᆅ㟈動の୰でも ✀ᆅ┙の波である

㸦⚄ᡞᾏὒẼ㇟ྎᆅ┙ୖ ᡂศ㸧， ✀ᆅ

┙の波である 㸦 す᪥ᮏ㮚ྲྀ㥐構ෆᆅ┙ୖ

ᡂศ㸧， ✀ᆅ┙の波である 㸦࣏ート

㇏ᾆ◁の解析࣓ࣛࣃータ                  ᳨ウࢣーࢫとᆅ┙᮲௳，ධຊᆅ㟈動の㛵ಀ  

ᇶ♏ᆅ┙ ┒ᅵᆅ┙

値
⛠ྡࢫーࢣ ධຊᆅ㟈動
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ୖ┙ドෆᆅࣥࣛ ᡂศ㸧の 波をධຊした．

には๓㏙の ✀ᆅ┙の波である の時้

Ṕ波形を♧す．ᮏ◊✲では，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫー

トとそれをྲྀりᅖࡴ周㎶ᆅ┙のᙉ㟈動下でのᣲ動を

ᢕᥱすることを目ⓗとしているため，様ࠎな✀㢮の

ᙉ㟈動をᙜヱモデࣝの固定ቃ⏺にධຊした．

動ⓗ解析におけるィ⟬時㛫の㛫㝸は，動ⓗ解析に

おいて୍⯡ⓗに用いる ⛊とし，時㛫✚ศは

ἲ㸦 ， 㸧を用いてィ⟬を⾜っ

た．ࡲた，粘性減衰モデࣝは๛性ẚ例ᆺを௬定し，

周㎶ᆅ┙部における減衰定数はh ，㌣体の減衰

定数はh とした．

道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートのᆅ㟈時のᣲ動は，ᩥ 

⊩ の୰でも㏙たよ࠺に， に♧すࢇࡏ断ኚ形

と๛体ᅇ㌿の୧ᣲ動が同時に⏕ࡌることになる．ྛ

ᣲ動の大きさを♧すᣦᶆとして，ᒙ㛫ኚ形角 㸦ࡏ

断ひずみ㸧と๛体ᅇ㌿角ࢇࡏたはࡲ断ኚ形角ࢇ を

用いることとし，ᮏ◊✲ではこのᒙ㛫ኚ形角 を用

いて解析⤖果のศ析を⾜࠺．ᒙ㛫ኚ形角 は，ᅗ୰

に♧すよ࠺に道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートᅄ㝮のኚ形㔞

から⟬ฟした． 

ᅵᆅ┒ࡴートをྲྀりᅖࣂࣝ࢝ࢫック࣎た，道路ࡲ

┙のᦆയ≧ែを評価するᣦᶆとして，ᩥ⊩ の୰で

用いたỿ下㔞と໙㓄とい࠺ ┒．のᣦᶆを用いたࡘ

ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃を┒ᅵ道路として用いるሙྜ，㌴୧

の㉮⾜性とい࠺観点が㠀ᖖに㔜要となる．この㌴୧

の㉮⾜性と┒ᅵᆅ┙のᦆയの⛬ᗘを同時に評価でき

るᣦᶆとして，同ᩥ⊩の୰では๓㏙の ᣦᶆを用い

ている．㌴୧の㉮⾜性を評価するには，ỿ下㔞は必

要ྍḞな評価ᣦᶆとなるが， に♧すよ࠺に

小さなỿ下㔞であってもẁ差のよ࠺なỿ下㔞のኚ

ྜがᴟ➃に大きいሙྜには㉮⾜がᅔ㞴となる．こ

のため，┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃のኚのྜを⾲す໙㓄

とい࠺ᣦᶆをタ定している．この໙㓄は，ỿ下㔞を

㊥㞳で㝖することで求めており，道路構㐀௧の解ㄝ

と㐠用 等に♧す⦪断໙㓄と同ࡌᣦᶆとなる．な

お，ここに♧すỿ下㔞とは，┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃にお

ける あたりのỿ下㔞を⾲す．㌴୧の㉮⾜性をุ

断するには， に♧すよ࠺にኚ形ᚋの┒ᅵᆅ┙

のᆅ⾲㠃と㌴୧のࣃࣥࣂーとの᥋ゐ≧ἣを評価する

必要がある．㌴✀により๓㍯とࣃࣥࣃー㛫の㊥㞳が

ኚわるが，ᮏ◊✲ではᩥ⊩ のᑍἲᅗをもとに，

๓㍯とࣃࣥࣂー㛫の㊥㞳が ⛬ᗘであると定し，

┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃でのỿ下㔞を あたりの┦対ỿ

下㔞とした．ỿ下㔞の⟬ฟにあたっては，ධຊᆅ㟈

動の最⤊時้における┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃でのኚ形㔞

を用いて求めている．࣓ッࢬࢧࣗࢩの大きさによ

り あたりのỿ下㔞が直᥋求められないሙྜは，

⥺形⿵㛫を⾜࠺ことで あたりのỿ下㔞を⟬ฟし

ている．

 

 に， の解析⤖果より求めたᒙ㛫ኚ形ࢫーࢣ

角㸦 㸧とỿ下㔞の最大値㸦d㸧およびᒙ㛫ኚ形角

㸦 㸧と໙㓄の最大値㸦r㸧の┦㛵ศᕸを♧す．ここ

ージとその値の求め方࣓断ኚ形と๛体ᅇ㌿のࢇࡏ
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に♧すỿ下㔞および໙㓄の最大値とは，モデࣝ⠊

ᅖෆでの┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃における୧ᣦᶆの最大値

のことを⾲す．  

 ỿ下㔞，໙㓄とともにࡘࣛࣂきはᏑᅾするものの

ᒙ㛫ኚ形角とのᙉい┦㛵㛵ಀがあることがわかる．

ỿ下㔞は，d  とษ∦を有する୍ḟ方

⛬ᘧに近ఝされ，໙㓄にࡘいても同様にr  
+ とい࠺ษ∦を有する୍ḟ方⛬ᘧに近ఝされる．

㌣体をྲྀりᅖࡴ周㎶ᆅ┙に⏕ࡌるࢇࡏ断ኚ形の大き

くなれば，㌣体に⏕ࡌるࢇࡏ断ኚ形の大きさも大き

くなる．୍方，Ỉᖹ方向に⧞り㏉しのỈᖹኚ形をཷ

けるᆅ┙においては，Ỉᖹኚ形が大きくなるとረ性

ኚ形が⏕ࡌ，体✚ひずみのኚが⏕ࡌることでỿ下

が⏕ࡌることがᗈく▱られている．このため，ᮏ解

析で得られた㌣体のᒙ㛫ኚ形角㸦ࢇࡏ断ひずみ㸧の

大きさと，┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞の大き

さに⥺形㛵ಀとい࠺ᙉい┦㛵㛵ಀが⌧れることはጇ

ᙜな⤖果であると⪃える． 

，にࡂࡘ に♧した の┦㛵ศᕸのヲ⣽ࢫーࢣ

ศ析として， にධຊᆅ㟈動ẖにศ㢮してプロ

ットした┦㛵ศᕸを♧す．ỿ下㔞にࡘいては， ✀

ᆅ┙のධຊᆅ㟈動をධຊした⤖果が ✀および ✀

のものにẚてⱝᖸではあるが┦㛵᭤⥺が⦪軸のプ

，トしている．このことはࣇࢩ方向にࢫࣛ ✀ᆅ┙

のධຊᆅ㟈動を用いたࢣーࢫではỿ下㔞が大きくな

る傾向にあることを⾲している．୍方で，┦㛵ศᕸ

におけるࡘࣛࣂきは，ධຊᆅ㟈動ẖでの差はとࢇ

ど⌧れていない．この┦㛵ศᕸでの傾向は，໙㓄に

，いても同様に⌧れておりࡘ ✀ᆅ┙のධຊᆅ㟈動

をධຊしたሙྜ，໙㓄はその他のᆅ㟈動にẚて大

きな値を♧している．ධຊᆅ㟈動がᣢࡘ振動≉性が

周㎶ᆅ┙部の応答にᙳ㡪をもたらしているものと⪃

えられる．なお，ᅵ⿕りẖにศ㢮した┦㛵ศᕸにࡘ

いてもศ析を⾜ったが，ᅵ⿕りの大きさがࡘࣛࣂき

にえるᙳ㡪はとࢇどないことを確認した． 

の୰でも㏙たよ࠺に，ᮏ◊✲で用いた解

析ᡭἲでは，┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞を㐣

小に評価する傾向がある．このため，ᮏ㡯で♧す┦

㛵᭤⥺の⢭ᗘにࡘいては，ᚋのさらなる᳨ウによ

り᳨ドを⾜࠺のとともに，┦㛵᭤⥺の高⢭ᗘを⾜

 ．ことをண定している࠺

 

ᮏ◊✲では，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫート㌣体に⏕ࡌ

るᆅ㟈時の応答の大きさを⾲すᣦᶆであるᒙ㛫ኚ形

角と，道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートをそ࠺┒ᅵᆅ┙のᆅ

⾲㠃におけるỿ下㔞および໙㓄の┦㛵㛵ಀを求めた．

ᒙ㛫ኚ形角が得ることができれば，動ⓗ解析を⾜わ

ずとも┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃ỿ下㔞が求められるとゝえ

る．୍方， ，すᒸら の◊✲では，ᆅ୰構

㐀≀を対㇟にひずみఏ㐩の㛵ಀに㛵する◊✲が⾜わ

れており，ᆅ┙に⏕ࡌるひずみがわかれば㌣体に⏕

y x

r

y x 

d

ᒙ㛫ኚ形角と┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞および໙㓄との┦㛵㛵ಀ

ỿ下㔞                             ໙㓄  

ධຊᆅ㟈動によりศ㢮したᒙ㛫ኚ形角と┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞および໙㓄との┦㛵㛵ಀ
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断ひずみを求められることを◊✲ᡂ果の୰ࢇࡏるࡌ

で㏙ている．ࡲた，ᮏ◊✲と同ࡌく道路࣎ックࢫ

ートを対㇟とした➹⪅らࣂࣝ࢝ の◊✲でも，ひず

みఏ㐩の㛵ಀが⌧れることを明らかにしている．こ

のよ࠺なᆅ┙ひずみから㌣体に⏕ࡌるひずみを⡆᫆

に求められるᡭἲと，ᮏ◊✲で得たᡂ果の⤌みྜわ

を⾜えば，動ⓗ解析を用いることなく┒ᅵᆅ┙にࡏ

るኚ≧を⡆᫆に求めることができると⪃えられࡌ⏕

る．

⪏㟈タィᡭἲが確❧されていない道路࣎ック࢝ࢫ

ートのᆅ㟈時ᣲ動を明確にするため，➹⪅らはࣂࣝ

数ከくの動ⓗ解析をᐇしてきた．ᮏ◊✲では，㌣

体に⏕ࡌるࢇࡏ断ኚ形と道路࣎ックࣂࣝ࢝ࢫートを

ྲྀりᅖࡴ┒ᅵᆅ┙に⏕ࡌるኚ≧との┦㛵㛵ಀを明ら

かにした．ᮏ◊✲で得られたᡂ果にࡘいて௨下にࡲ

とめる． 

 

㌣体に⏕ࡌるࢇࡏ断ኚ形の大きさと，㌣体を

ྲྀりᅖࡴ┒ᅵᆅ┙のᆅ⾲㠃におけるỿ下㔞お

よび໙㓄との㛫には，ᙉい┦㛵㛵ಀがある．

ධຊᆅ㟈動の≉性が に♧す┦㛵㛵ಀにᙳ㡪を

えるがその⛬ᗘは小さい．

ᆅ㟈時の㌣体のࢇࡏ断ኚ形㔞ࡔけでなく，┒

ᅵᆅ┙におけるᆅ⾲㠃ỿ下㔞等の┒ᅵᆅ┙に

おけるኚ≧を評価できるᣦᶆを，⡆᫆なィ⟬

ᡭἲにより求めることができる．
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